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（写真上；石川健児氏所蔵）チボリの中央部、倉敷用水沿いに、クラボウ工場跡地から移植された

木々が繁っている。（写真下；倉敷市所蔵）チボリが来る前は緑の工場跡地。左上から右下へと流

れる倉敷用水・側道は、約８ｍ幅で倉敷市所有。クラボウ取り込みを止め自由通行にすべきです。 

今
年
末
で
チ
ボ
リ
閉
園
、
と
い
う
情
勢
に
な
っ
て

来
ま
し
た
。
岡
山
県
と
ク
ラ
ボ
ウ
が
交
わ
し
て
い
る

契
約
書
で
は
、
事
業
中
止
の
場
合
「
原
状
回
復
し
て

更
地
返
還
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

写
真
上
（
２
０
０
６
年
の
チ
ボ
リ
公
園
）
か
ら
、

左
下
写
真
（
１
９
９
３
年
チ
ボ
リ
が
来
る
前
の
ク
ラ

ボ
ウ
工
場
跡
地
）
に
戻
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 
 

そ
も
そ
も
チ
ボ
リ
の
緑
は
、
ク
ラ
ボ
ウ
の
木
々
を

移
植
し
活
用
し
た
も
の
が
大
半
で
す
。
「
緑
」
は
契

約
上
残
る
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
今
回
倉
敷
市
長
選
挙

で
「
公
園
部
分
を
残
せ
」
と
、
地
代
負
担
な
ど
税
金

投
入
を
続
け
さ
せ
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
。 

小
山
議
員
は
「
税
金
投
入
の
愚
を
繰
り
返
す
な
」

と
厳
し
く
批
判
し
「
ク
ラ
ボ
ウ
に
対
し
て
税
金
投
入

す
る
の
か
」
と
質
し
ま
し
た
。 

古
市
市
長
は
「
ク
ラ
ボ
ウ
の
新
た
な
開
発
へ
の
金

銭
的
支
援
は
、
検
討
し
て
い
な
い
と
言
う
意
味
で
白

紙
だ
」
と
答
え
ま
し
た
。 

昨
年
末
、
寿
町
踏
切
を
手
押
し
車
で
渡
ろ
う
と
し

た
お
年
寄
り
が
立
ち
往
生
し
、
通
行
人
が
み
ん
な
で

救
い
出
す
、
と
い
う
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
こ
の
踏

切
除
却
の
た
め
の
地
下
道
は
２
５
年
以
上
前
か
ら

都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
下
道
を
車
が
通

り
、
人
と
自
転
車
は
現
在
あ
る
陸
橋
に
、
ス
ロ
ー
プ

あ
る
い
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
渡
す
よ
う

に
す
れ
ば
、
踏
切
除
却
は
で
き
ま
す
。 

し
か
も
地
下
道
が
で
き
れ
ば
、
倉
敷
駅
の
南
と
北

に
分
散
し
て
い
る
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
の
連
絡

道
と
し
て
役
立
ち
ま
す
。
岡
山
駅
で
も
橋
上
化
と
と

も
に
跨
線
橋
が
建
設
さ
れ
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
が
大

幅
に
強
化
さ
れ
、
大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。 

小
山
議
員
は
「
倉
敷
は
、
駅
を
中
心
に
し
た
放
射

状
道
路
と
環
状
線
が
基
本
構
造
。
そ
の
セ
ン
タ
ー
・

タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
を
も
つ
倉
敷
駅
周
辺
は
、
寿
町
踏

切
除
却
・
地
下
道
建
設
で
南
北
一
体
化
が
待
ち
望
ま

れ
て
い
る
。
チ
ボ
リ
を
誘
致
す
れ
ば
、
鉄
道
高
架
を

県
が
し
て
く
れ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
情
勢
は
変

わ
っ
た
。
何
時
ま
で
も
鉄
道
高
架
を
待
つ
の
で
な

く
、
寿
町
踏
切
除
却
を
一
日
も
早
く
実
行
す
る
こ
と

こ
そ
市
長
の
責
務
で
は
な
い
か
」
と
質
し
ま
し
た
。 

古
市
市
長
は
「
鉄
道
高
架
は
ま
ち
づ
く
り
に
不
可

欠
」
と
同
じ
答
弁
を
繰
り
返
す
ば
か
り
で
す
。 

す
る
場
合
、
公
園
部
分
を
出
来
る
だ
け
残
す
よ
う
働
き

か
け
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

１
９
９
２
年
「
チ
ボ
リ
へ
の
土
地
提
供
を
取
り
や

め
、
市
民
の
た
め
に
貢
献
を
」
と
し
て
、
「
チ
ボ
リ

は
い
ら
な
い
万
寿
学
区
の
会
」
世
話
人
代
表
鴨
川
俊

作
氏
が
、
倉
敷
紡
績
株
式
会
社
に
対
し
、
工
場
の
中

を
流
れ
る
倉
敷
用
水
を
市
民
に
開
放
し
緑
道
公
園

と
す
る
要
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

小
山
議
員
は
、
「
本
町
の
ク
ラ
ボ
ウ
工
場
跡
は
倉

紡
記
念
館
と
ア
イ
ビ
ー
ス
ク
エ
ア
と
し
て
、
文
化
、

観
光
拠
点
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
酒
津
の
ク
ラ
レ
工

場
跡
は
大
型
商
業
施
設
と
な
っ
て
、
中
心
市
街
地
の

空
洞
化
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
社
会
的
貢
献
と
し
て
評

価
は
で
き
な
い
。
駅
北
口
の
ク
ラ
ボ
ウ
工
場
跡
地
に

つ
い
て
、
倉
敷
用
水
緑
道
公
園
な
ど
の
社
会
的
貢
献

を
ク
ラ
ボ
ウ
に
求
め
よ
」
と
質
し
ま
し
た
。 

古
市
健
三
市
長
は
「
ク
ラ
ボ
ウ
が
新
た
な
開
発
を

倉敷紡績株式会社社長 藤田温様         １９９２．９   

  チボリへの土地提供をとりやめ、市民のために貢献を            

（前中略）平成 3 年 3 月につくられた倉敷市の「北都プラン」

に、駅北口から酒津公園の間の倉敷用水を緑道化する計画

があります。今後の敷地活用がどのようになろうとも、最低限

の市民への還元として、貴社の所有地の一部を提供してい

ただき、用水の両岸に一定の幅の緑地・遊歩道などの「緑道

公園」（岡山の西川がお手本）を造り、ひろく市民に供されれ

ば、市民は例えば「倉紡記念緑道公園」とでも名付け、貴社

の大きな社会的貢献として後世までその名を讃えるのではな

いでしょうか。貴社のご良識とご英断を心より期待します。    

  チボリはいらない万寿学区の会世話人代表  鴨川俊作 
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